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1） ㎏貿年塵塊壷業礁財研究文献1の緯合頚ゼ体系節碕杯
　恥唱・一

ゴ、児童文化財に関する研究文献は1へ大学や研究所の紀要

にかなりあらわれるので， 図書や雑誌に見ぢれるもめと

併せ（， ・体系的に紹介するこrとは1この方面に関心をも

つ方々に何らか参考になるであろうど考え1’1昨年度がら

実施している。　一』”∵＝ ノ　 桓1』

　しかし，これをあまり広い範囲に及ぼすヒとは，”能力

に余るので，1児童文化財が児壷の生活 とがかわ・り・あ嚇ど

ころに焦点をおいたものに限る こと．とした。．そ1ういら1て

跡やはりあ￥’まいにな御壱娩れない薩とにか二蔚

児壷心理や保育技術の研究という視点に立っものやダ』児

童求学論ゼ き作家諦ヂ作品論と二いうよ うな・符各領域におけ

る専閑的研飛は除き慕専門領域でも，』児童文化財に？い

《基本的理解をたすけ多と思われる，！歴史，・現状概観な

窒ゑ内容≧』する．ものは之・りあげることとむた6」弓 kご・く』・

1研究紀要乾ま森児斌文化関係の学科をもつ， 大学告短大

　　　　　　｝llFP津』ll：r』〆』，一い ・い1〆・
1－ F鰻、1シ・』 『

，，△蓄卿蜜訴憩「漸． 』』
、賦

を対象として選んだ6吻聴翻すると柾雛1圃配

のような考え於取醐梨蒼難9厩や許をを
願いたい。

“なお7昨年度ほ鉾血般，ト稔薗汐音楽了う裳跨翻倫轟芝

居σお話ダ児童図轡1・児壷ダ化距遊び詰テ・レピあ ε項肩

に分けたが1 、今向豫鮮絵画難翫具チ’1テレぜ比づい七ほ該

当するものがながらたざ瀬 餅一、『’完 『『 ”i礎’・『∵

　　　　　　　一1准越」 1ア．免
戸二

㌧ 、「1』’ rゾ．・さ踏

1・」・』』丁艦藩iニジむ・
1ぐ、八 ン へ沸チ．」

児童文化一≒森1重敏1じ星1美智子，疫塩川新平著て同文醤

院，1977） ←児童文化の概脱魯であるが，児童文化の

内容を，∵．それぞれ児童の発達段階に対応して分析じてい

るところに特色があ！り舷今後の児童文化理論の研究に多

くの示唆を含んでいると思う。　　，詩 二1r＼ イ5ぐ

保育文化学一本田和子（日本保育学会編「保育学め進
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歩」フレーペル館，1977）一「保育学の進歩）は4部

46章からなる論文集で，「保育文化学」はその中の1章

である・囎といういとなみ敏化地う視勲らみる
研究分野について提言し，児童文化理論研究に関する示

唆を含んでいる。

児童文化一安藤奨紀夫著（朝倉轡店デ1977）一児童

文化を児壷学の研究分野の1部とし，、児童文化の研究領

域を子ぎもの避び硲研究と考える立場にたっての児童文

化鰍で臆文化理論の展隊碑を含む・
子どもと児童文化一吉岡たすく著（餅塒社，1377）一

一著作選集第 3巻恩　とくに理論的な文献というわげで

はないが〆いろいろな署作から児童文化の諸領竣に関す

る作品や論文を集め，児童文化研究の根底に家庭生活を

おいているところ殖特色がある。

「児童享化」。．り内容に関ずる研究（3》＝裂幼児の遊ぴに

ついて丁ロ鞭醇子（鳥取女秋学腰第6巻1977－
10）一「児童文化」を『遊び文化」としてとらえて，

家庭生活のなかの子どもの遊びと児童文化財とのかかわ

りの中に児童文化の理論を迫求しよう乏している。

2．音楽・うた

児童のあそぴの中のわらぺ唄，その2（京都編）1一二

瓶かう（鶴見大学紀要第14号，、1977－3）、一京都は他

の地方にくらべてわらべ唄が多いが1その中から十数曲

をえらんで年代順に紹介して解説し，31皿1には楽譜を付

している。

解題戦後日本童謡年表「藤田幸準著（束森書稀1977）

一昭和25年から50年までの31年問の童離の年表であ

るg作容，作品の綿介にとどまらず， 開係ゐ新刊書，雑

誌諭文なども詳細にとりあげて解説し七6る。巻末に索

引炉あ り，．事典としての価値もある。

3．劇‘紙芝居・お話

童話の心理学一ベッテルハイ「ムの主張1こつら、て一波

多野完治・乾侑美子（r児童心理』金子轡房，1977～7・

、8）一昔話はいろいろな形で，困難な問題にぶっつか

りそれをのりこえることを物語る。、このよ1うな昔話の価

値をみとめ，児産の発達段階に対応して受け入れられる

というペッテルハイムの主張を紹介している。』

子どもに童話を一吉岡たすく （「子どもと文化」前掲）

一陣童話についての著者の考えをのべ，、いい話という の

は， 児産の心理的発達に対応したものだという観点から

好まれる童詣の内容から， 発達段階を5期に分けて，そ

の関係をのべている。

4．児童図書・児童文学

勿卑期に参ける鯵書一輪本・童話のもつ意味と腕み方・

腕ませ方一角尾和子（ド児童心理」金子密房，1977～

12臨時増刊「幼児教育』）一絵本・童話のもつ意味に

ついては，3歳児が絵本とかかわりあった行動の記録を

例にとりあげ，また，研究に用いた童話8編を具体的に

示している。

絵本の意義と種類一阪本一郎（「乳幼児の教育」創刊

号1977－12，財団法人キュックリッヒ記念財団一東京都

豊島区目白3～7～4）一絵本の意義として，児産の

発達段階に対応する教材としての機能を重視する。した

がって，絵本の種類を，（1）機能から見た種類，（2）内容か

ら見た種類，の2つの分類法をとり，前者では，純粋の

絵本，物語絵本，挿絵本の3種，後者では，入門絵本か

ら児童詩絵本まで，児童の発達段階に対応した14種類に

わける。

絵本の研究一阪本一郎（日本文化科学社，1977）一

前項と同じく絵本の意義と種類についてのべているが，

大部分は，次の絵本の条件分析比占められている。’よい

絵本の条件を，物語の文章，絵画，印刷・造本の3点か

ら，さらに6項目について尺度を設定して，細かに分析

し，50のよい絵本を具体的にあげて解説している。

子どものマンガ読みの傾向一磯貝芳郎・福富護（東京

学芸大学紀要第1 部門教育学科第28集，1977－3）一

1970年3月第1週発売の週刊マソガ誌及び3月中に発売

の月刊マソガ誌併せて21誌について，小学校5。6年生

男女332名，大学生男女57名についてアソケート調査し

た結果の轍告であるo

現代絵本研究一日本児童文学者協会編（「日本児童文

学」別冊，ほるぷ，1977）一編集委員による「絵本と

は何か⊥という座談会記礁のほか，「絵本の歴史」では

7人の筆者が「その頃の話」を轡き，「絵本の方法と可

能性」　「現代絵本作家編」　「絵本と読者たち」　「絵本づ

くり」など6章に多くの人が執筆している。　「絵本研究

文献集」と「絵本年衷」が付いている。

世界の絵本100選一日本児童文学者協会編、（「日本児童

文学」別冊，ほるぷ，1977） 一わが国でほん訳出版さ

れた外国の絵本の絵本から10Dを選んで紹介する。1編集

委員の座談会記事と世界絵本年表が付いている。 』・．

日本の絵本100選一日本児童文学老協会編’（「臼本児産

文学」別冊，ほるぷ，1977）一現在の時点で入手でき

る日本の絵のすぐれた絵本100冊を選び， その方面の専

門の方々が解説を轡き， 6人の編集委員の座談会の記慕

とデ戦後絵本年表（昭和20年～52年）をおさあている。
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＼

ド森脇他：1児童文化財の研究

絵本教育の実態一広肺保育園の 一相竪邦、餌
爵女子大学文学部紀要第工2号，1977‘3）一広島市内

の10の保育園における絵本指導はどのように行われてい

るのか，選び方，与え方，読後櫓導，、反省及び課題の4

項目に診けてド、実地調査の結果をのべている。

子ξもの発達段階と絵本r木橋和子 （「現代絵本研究」

前掲）．一それぞれの発達段階にふさ・わい・絵本はど々

なも㊨で紡う か㌧β人好どもに？㌧・で曜過と，、各

歳児にρ塾て選択頻度の高ヤ・絵本を調尽くピ慎暉奪さぐ

ろうとする。．

子どもにとづて絵本≧は何かr佐々木宏子く「現代絵

本研究」，前掲ン1門「絵本〒遊び上説に何かちがうもρ

を感じる筆者は，絵本を， 子ども演遊びやその他の緯験

から裾た尚、爾を確かめた・口泌強誇たり∫ 広げなりす多手

段と考え，繰返しの意義を強調する。コ

写掌』』 ρし
、

幼児期における遊ぴの指導←磯貝芳郎1 （F児童心理」・

金子雷房，1977r12臨時増刊、「幼児教育」）曹変身ごづ

この流行から，テレビ番組に塒ている雍身も啄〉ゆ例をい

くつかすりあ鳴現倹2子のご？こ灘ぴを夢極する。

乳幼皐璽表現馨連に霞財ゑ彩卑璽取遊ぴr角岡巌 （文

教大学租要第ゆ集，レ坦777β〉17名児の歌遊び賎乳

児り表現発達の当賀参阜人間関係1；おける共有件界の実

現をめざしてお窮』養育者の代行が，．漸次子ども自身に

とりこまれていくものである。　　　　　　　　い’

幼児の遊ぴ←斎藤貴子く新潟青陵女子輝期大学研究報

告Nα7， 工9曽」3〉一新潟県下の39の保育所の＄ん

5歳児を対象として，幼児が好んでする遊びを調査しヂ

発達との関係をさぐろうとする。

子どもの遊ぴ一その指導理諭一小林芳文著く光生館，』

1977）一児童文化財の研究ではないが， ’遊びの指導理

論の研究で，遊び力呪童の発達に果す役割を，轡・ろいろ

な角度から解明している6L・指導の実践，と・く に障害児の

遊びの指導に及んでいる。ご．ン、 11 …　r、． ゾ唱 』i〕1

、終＿堕』メ三陛、
、v－舛 へ．

　絵本に関す る文献が多くなっ、たが，絵本粥対する関心

のひろがりからみて，当然のこタであろ桑。・r
、＿

、曳絵奉鱒？ゼズは乳．、r種爾児輿文仰財であゑ≧野う亭と

だけではない，絵本を見る？鱗遊ぴで季浄とヤ・ゑ；≧ぎ

けではない，というような考え方が多くなってレ｝うこζ

に気糎レ》準㍗
二，

一方臥児醇f陀遊曝化とし鷲卑毒う嫉賜
も多くなっ．てヤ・るよう礁再う感隠

＝．

．、、．．
』 、

　こ塵わを稗合レて・こ新照y｝皐童文貨体系論も展開さ牲

て曝詰で塑う1・15、・

』な調鰐キ鵠の卒蹴に？いてりも匝す；し詳 営レ）郵介

断鵬獅趣翫 朝眸解郷姻の研究報鰯
に含まれ』てレ，、為ψ

い、
．・ら イ、・こ

r　一

2）　児童め観劇反応に関する研究＜2ン
〆　、

、

　　　　iL“　「
．』1 ．、』研．究目的

　本研究は，児童の文化財受容に関する基礎的研究のひ

とつとしておこfなわれたものであ、り，「観劇にお壷ナる児童

の臨場反応を中心に分析し℃ 児童の興味と理解ヂーおよ

び演劇の表現と受容の特性をさ ぐるとともに，1さらに児

産劇の与え方にづいシζ検討することをr目的とするεr

』＼昨年度は‘1日生劇場ゐ昨年度公演丁冒険者だち一ガ

ソパ乏その仲間一ユ1の観劇反応を調査した。 そこでは

研究の』部として観劇の特性である丁他の観客と甲緒に

みること』 をとり，あげ，1隣席の子との反応の山致度を検

討し，弘隣席同志の相関が高い結果をえた。 今年度は，・ 舞

台と客庸の距離による反応差から劇揚の広さの問題をみ

　　　　　分聯籔ワ嗅蒸｝1選留
　　　　』 ㎜ジ⊃ンll』ゴ趨fヲ［し瀦F二』デ

　　　　・、、・．玉’託二一一・…二γ，し瓜．・亙二1ト、ん

るこ越諦たす滋哲』泓．
．、

㌧、

瀬執
　　　プ㌘じ駈 △ 飴＼

n方茨r ∵7 一 ＼
1）対　象
∴東京都の小学も年生1∵臨場反応観察対象男50名，女50

名，計100名。他比感想文分析男50名，女50名，計10D名

2）』 材；…、料・’1癖 l三λ…F1・5ゴ；1［、・、1r・

　子どもあ差ああ1ミ1建」ジ勇ル・rブレイ「ふたりめ喜》

テ」（日生名作劇易公演，劇団四季出演）。』・・ご
、、

じ

く原作＞出“リ、ヒ「・甥ズト．ナ←ジ『、訳i 商橋健ニヂく脚

色〉矢代静鳥 ＜演出〉宮島春彦，・ （耳幕13場、r上演時

間2、時間10分）5』・．．
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　《登場人物》

漂ゼー擁児

パルフイー氏（父）

ケルナー夫人（母）

イレーネ（父の婚約者）

ベルナウ（編集長）

　《梗概》

ムテジウス（校長）l　l

ウルリrケ（先生）．．

ゲノレダ　　　　〈　虚　）

アイイルダウア島（写真屋）

医師 ζ』ヅ

小問使い t他

　父めいない・ッ・テと母のいないルイーゼ淋，夏休みの

林間学校ではじめて出合う。ふたり「は敦生児そあり，両

親の鵬のため別居していたこと脚る・・．輝ヤ・明替

り作戦をとったり，ふたり協力しながら家族4汰が」緒

に住むこどを成功させる。

　《材料の選択》

　昨年度と同じく， 実験条件をそなえてレ1・る本公演を対

象とした（昨年度紀要参照）。

3）手統き
　①　観劇中の児童の臨場反応を観察記録ずる。あらか

ざめ台本を30シークエソスに割り』主惹毛リフわ舞台の

動きを記入した記録用紙を用意する。」方，』』子どもの行

動を類璽別に記号化し，観劇中の子どもあ行動を舞台の

進行と対応させながらマークあるいは記述 し七“く。 観

察者は被験児から気付かれずによぐ窺索セきる位置で2

名づづ観察する。以上昨年度とほぽ向じそおる示，今年

度は同時的に観察する2名は必ずしも隣席と は限らな

い。また，舞台と客席の距離を第1図のように客席を4

分しジ各区分人数が偏らないよう騨祭肇・

　第1図 観客席区分

ヒヱ7□馳・∵3F
一4□□□§，乃篇、

1Fb

舞　　台
娘3

・1（2）終演直後ド観察者は被験児それぞれに，・ 面接調査

をおこなうじ1 1

　（3）劇場に寄せられた感想文2，995通から無作為に男

子50名， 女子50名分を抽出し，観劇反応を分析する。

4）　観察日時　・、

　日生名作劇場東京公演日。 1977年6月9日～27日。

5）観察者は昨年度と同じ条件をもつもの7名。’各公演

につき2～4名で観察し，観察者はのべ50名 となる6

皿　結 果

1）臨場反応

　（1）各シ』クエソスゐ反応

　昨年度とおなじように， 記録された被験児の反応を各

記号に整理し1 舞台の動きやセリフに対応させ’て男女

別，客席別て第1 図参照）に集計する。 これを各シーク

　　　　　ずエソスごとに男女計の頻数を求め，・反応め多い行動3位

までを列挙したのが第1衷である（記号は第2表参照）。

第1位をみると， 全シークエンス30のうち，《じっと緊

張してみている》が21を占め，”1残り1の1『位は《拍手》

《ブログラムをみる》《一緒にうたう》《笑う》で あ

り，いずれも観劇ばめっ更㌧・る行動といえる。つまり，

殆んどの子どもが集中して舞台をみているら第2位，第

3位に多くみられる行動は《無意識の手いたづら》《身

うごき》《舞台に関連したおしゃべり》などで昂りト と

くに否定的行動はなく，全般に観劇にのらている行動で

ある。r各シークエソスの第1一～3位の行動でみる限り， 』

男子と女子のちがいはみられなかった。1

　（2）行動類型別の反応差

　つぎに，子どものそれぞれの行動がどのような場面に

多くみられるかを検討した5第2一衷が， 各行動別に 壱ら

とも多いシークエンスをとりだしたものである。・シーク

エソスごとにまとめられた反応数は， それなりに演劇の

流れめ中での子ども の受け内容め分析として意味があ

る。しかし，個々の動作やセリフに対する反応も，子ど

もの劇への興味や理解の分析に欠くことはできない。し

たがって，両者をつぎあわせながら検討することと す

る。つまり，ある行動が，どのような財一クエス，およ

ぴセリフや動作などに多くみられるかをみていく。な

お，各個々のセリフや動作の反応結果の表は，詳細にす

ぎ，大孟にわたるため，紙面の都合で省略する。

　《拍手》　当然ではあるが，第工幕1第五幕の開幕，

閉幕，フイナーレに集中している。劇め途中で《拍手》

するものは1名もいなかっ牽。

』《緊張》　じっと緊張してみてい多行動は，さきのシ

ーク革ソスごとの分析でもみたようにもっと・も多《みら

れるものである。とくに，《緊張》がつよいのは一、⑯ロ

ッテの悪夢の扮面であり，・暗い中で魔女やお化けゐお菓

子たちの出現，r父母の争レ・1 二人がひきさかれうところ

であり，また，⑩二人が身替り作戦を練る楊面である。

　《期待》のり出したり，のび上6たりす為行動を

《期待》と分類したが，場面としては，《緊張》とおな

じ⑯のシークエソスがもっとも多いも粗表からみると，

②で舞台の両袖から俳優たちが歌いながら全員登場して
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場 面 『第・酬第2 位1・第3 血

＜七場＞ ㊨母と ルイ＿ぜ 男10 47　　T 251什 19

ロヅテとルイー （ミ」シヘソ駅頭で馬テの身替りになっ

た～レイーゼは出迎えの母と対面する）　
女 、01

571
升 26　図

20

計　　○ 1・41什
45　　T

43

　 ⑬　ウィ忌ンのオペラハウス 男 　○ 36　　T 3・［M 26
姻ヂゼにfヒ嘩円テは父の指揮する音楽会奉ゼき・

新しく母になろうとしてい
女　 ○ 46　、M 26　　T

22

るイレーネに会う）・ 計　　○ 82　　M・T52

⑭～レイ‘ゼ6料連 剃○ 5・1□ 42　口
38

（ロ》テになったルイーゼは一生けんめい

理をづ、くる炉失敗し，母は不審に思う）　 女1・
701

口 47　0
46

計　　口 112　0 96　　□ 85

⑮・夕しテの生清 男1σ 38 T 23　　M 20

（ルイ魂になった・ツテはオペラィ・ウス

きて焼な女毛レーネのことが不安になり 列○ 48／ M 22　　T
15

女中のレージに聞く） 副○
861M

42　　T
38

一　曳

⑯・ラテの悪夢P 男　　○ 8・1㊥ 41　　M
39

（ロツテな父母の争いから2人がひきさか

る夢をみる） 女10 93／㊥ 58　　拍
50

計　 ○ 173　㊥ 99　拍”88
〔第鵬〕 ⑰第嚥 男卜 261♪ 21　　拍

20

（校長登場。ろ声馨で幕をあける歌をうた

）
女　　♪

36 ○ 28 卜』呂5

計　　♪ 57 　～ 5・1σ』 461

＜‘場＞ ㊨オ尋成功のバ＿ティ＿ 男10 50　　T・ 46　殖、32一

＜七場＞

ロヅテとンレイー ゼ

の新しい生活

＜一場＞

ルイーゼの力でパ

ルフィー環の生活

は変る。そしてイ

レ略と、ゆ結雛

言

⑫　母と ルイ＿ゼ

（ミ」シヘソ駅頭で馬テの身替りになっ

（た～レイーゼは出迎えの母と対面する）　

⑬　ウィ忌ンのオペラハウス

‘ルィ国ゼにfヒげ準ロッテは父の指揮する
音楽会奉ゼき・ 新しく母になろうとしてい

るイレーネに会う）・

⑭　西イ‘ゼ6料理
（ロ》テになったルイーゼは一生けんめい

料理をづ、くる炉失敗し，母は不審に思う）

⑮・夕しテの生清い

くルイ‘1ゼになったロッテはオペラかウス

にきて焼な女イ叱一ネのことが不安になり

女中のレージに聞く）

⑯　ロラテの悪夢P

（ロツテな父母の争いから2人がひきさか

れる夢をみる）

（校長登場。みんなで幕をあける歌をうた

う）

⑱オベラ成功のバーティー

（パィレフィー乗を隅み乾杯。ルイーゼく目

毘テ＞登場。変身ぶりに一同驚く。イレー

ネ登揚，’ 客は退出する）

女10 6・卜丁 481什・28

⑲　結婚宣言
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ゼ』とう才こう ）
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帰宅5机上の手紙に気づく）

⑳一一二人の替玉発覚

　（右手乾ご心労から髪熱したルイーゼ〈ロッ

勇＞が倒れている）
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＠鮪・身裏がえづのび上る 　　⑯⑳　⑯ 1・⑯　18　28　46
匪一緒に脚　　　　　．1② 1◎　②16・118・114・
Pブ・グラ本をみる　叫 lr② 　④

”r’② †蕊” 一窺－ 』138

『ロ膿むピ楽しげな辮i　　　⑥1③　＠　68 　77　133
図 レのび笑恥・にやにやン 、　　　⑤　』⑭ 1③1 39　47　85
・醸い　　　　r 　 ⑥

r 1“’⑥一』ガrーゴ⑥』［”32牛1r51F1レ83

図”ひやかし笑い・ふざけ笑ザ　1』1 ⑳卜⑯　⑩⑯⑳・「r　313
泣く・涙ぐむ　　　　　1⑳⑳　⑳1⑳⑳141．71 ・・

ヱ『 恐ウ｛る1・不安がる　　　ξ1 ⑯ 1
⑯『 ⑯

l『

8” 1129
¢職ゆる樋っとする・のびをする ⑯1⑧　⑯14・・581g9
琿鋤き ・坐り直す　　　　　⑩1⑩　⑩　581 521・1・

丁鰭識の手いたずら　　　　⑥r⑩『 T⑩　 船
』” 6　117

yよ嫡　　　　 ⑩1⑩1⑩レ36・l
25i 61

△ いたずぢ・鞭じりなど　　』 1⑩1⑩⑳1⑩12・』1…61、27
X 『賑べり地の子にいたずら 　　⑩r1 ⑯ 　r⑩　r15「 7119
↑ 雛指さす‘舞台へ齢　　　1② ／1②　②ll・g　l ・9138
↓ 1やじる』』 　　　　　⑯1⑩1⑯r21レ112
◎ 死一り爆・セリラ まねる　　 ③ ”†’⑩ ／’11③ 1』』9－　81・4

＠ 始の動鐸緬る 『　　　i②⑦⑩⑯1 ＠」・⑯⑳ 1・1
一ゾ瓢に分るゼ手拍子 　　　②　②i②lr 54 r57 1…

丁隠 義慌合わすー 　　 ⑥’ ⑥… 1＠『Tl
2d

』19’……3σ

升　内容について話す　　　　　　　　［　②　　1　②　　1　②　　i　3・　　　52　1　83

λ体をよせあう・よりかかる　　1⑪　⑥1⑪12・129　4・
◎話しかけられ織　　　　　⑥⑪⑫1⑦⑧⑩i⑧⑪⑫121213
☆天井・ライトみる　　　　　②　⑫1②113　1・118
・・オベラグラスでみる　　　1⑱　⑰⑲1⑧　　5　2　　6
e退屈そう・眠そう　　　　i⑳1⑩⑮1⑩レ4

一174一



」 b　i：森脇他i児童文化財め研究ン・

　くる，⑯夢の中で，父が母に「出て行け！』とどなる所　　ましているのを見抜き， ル～這ゼが1 「許しせマ寿∫を歌

1ど⑱騨鱗蟹双軌碑凝嬢疑こ多砺“じ一一…弼颪顧購出溺 ぢテ乏ノ汗＝駆窩応
お欝功出す働であつても鐙と？夕よ初め燭ぞろ一緒に麗たら…一・」と歌う場敵みられる。　…

　いすう御者たち今り関心であ、り読マぎ嬉恐怖之不安。 そ、＿． ．《恐がる》、、．⑯只批テの悪夢のシ房ク革ソ入に集中 じ
　しズ最後は二人並んだ写真をみて母か賓う反応ずるか』　　ている。 父と母の争い1お化けのお菓子たちめ蹄りい 犀
；柳計酵ぱれな唖≧顔ラ1蓼聯姻瞳餅…麦め鹸r交而三罰 ぞ糧下を吻な翫r箆タ1

聯・ ，．ヌ∵ 1 二『

… Tllて
伊、ζ㎝ …’1 チ置ブの鎌妖しV燗鱒r誉餌群鯉塔れ ．

　　《獅》 舞台栃の麟耀しぼ寂 際をあけ＿楊面筋る9＿．．
＿＿ ＿』』……

ヒ
．二．．

鰍一、 1誉畝鯵鞭』趣蒸ヤ減！瞑藍力7． ＿《蝿》．《身う堂き》 弛緩遭う豊む塗賊嚥
塾鰍騨のって瞳 「髄の歌琢廻目（④と⑪）あとに多くあらわれ湖符職恐悔悲しい場勲

喉．誉啓黎欝恥て謄だけで搬禦☆… 一 直後鵬ぢ福」⑥腋嘩固鰹だ逸碑わ」塵
・』

・ ㌘陸み腰．÷・内グラ雌みるのは・ 隊一 リ外⑦互畔馳懸泌こ・と饒匙、初癌ツ…
幽略魍［灘φ碗、鱈融軸磯∫1庭影 ．鯛．、 沈の数り歌∫鼓も鷺ξ÷緒に農ぜ妨※・コ∫ ．藪

熱ている翻齢ひる6－r磯ρ附嫁ブ妙ラム甑作馳母にみやぶら鉱 は師てルィ輯とし磯
を塾てい菱礫㊥669嬉轍y魁秀いえる5

ドr

ど話のレイi轡噂轡勲融遡面嬉
他に・』㍉r 一ジッタナン佃むなる≧趣舞i峯が し宅一であるδ一・一一一 一 ・… 』

一 、　…
地㌘陸恥ズいる・ キ略 トをみる嫡餌畝

一 ．

．《弛緩》や《躬ごき》はこうし燦勧麺と遍

㍗幣るものは樽少なく湯面璽らつ鴨湊、． ．昂拠る㌣ま艦、、鯉㌧．腰蜘凱終軌 糟
《笑う》こ瞬禰再iゆ喉い隅細聾ま1 み砺た癩r聯織雛？蜘ミ辛梅ク1

轡れ僻9多噸懲夢ど諏レてお？1 僚人
”『－ ナンバ直の⑩『r醜妨削r⑱r勢の雛姉烈う；

の知の輝めち撫とみ翫と・力奉㌣靱《鄭》の …た」紬る。・低韻肪く批棚子砺巌あり漣
　多い個所をみると，③ノレイよセがさるめまねをする，④　どもたちに好まれていないのがわがるも象だ1’1・＠校喪先

二人の頭をみて「瓜苓？り気味悪い」，・⑤こ「ブス』⑥写　　生の会話，⑮女中との会話など，おとなの会議の畏びく1

：真野は警転院軌爆と万イ 樫呪繕り臓どごろにFこ循σ《弛騨《夢ギ酵幣拠菌・』i
めるたぬ館ち酬π噸と（艇 こ有と・

ルイ』 《よそみ》《い璽5》《おし榊》《やじ靭

西州何弗躯厩雛と匙遍雌群．ゆ≧ 縄彫』臓 磁狡観鰹麟鍍髄嚇．灘
　ころ，⑭ルィ神ゼ那ロ慨テに化けて料理をつく1り，自分り　 クエソスでいえば⑩がむ凌とも争くなづてヤ・ξ6それ零

作鰭樺蛛嬉聡す墜！コ 嫡筋餌rル写r憾鼻－嬉ソズ難でばなくi 搬と臥班の会話とi
…で飛行鞍蝿さ概⑳母とノレイ 一嘲着ヂ ノレイ 一ゼー 挿蝦のう掛の場醜鱒している・一論よ《撒》
・1藍繁む．巳望烹監墨≧．ξr蒸不乞』 r鷺気ノ∫まそ賓ぞれ抱

、、

．．《』髪覧ご豊≧頂も奥塵た底．会話の長蚕≦』豊藁菱≧§う

1き灘銚以上をみると，；』③と⑥は動作の二らけいさ，④　　と子どもに好かれない歌の場面である5鵯て1’1r石｝1

⑤騨と1躍魏曝策ら《1瓢i⑩醐聾婦デを解一｝ 灘み溺ザ》《躯滋ぜ覇、》1婦τ紡薯

鰭侭知》で蓼ゆ獅機の≧碑？了轡で一 Y⑳よ一猟τ互いに共感をたしか麟難煕7⑥φ

嫉鰍罐穂欝繍前の銘畝翻麿∫明日一 r理科鋤蜘歌⊥渦っ掘銚1明蘇楽翻軸
誘醗鍵響祖、蓋礁畝 摩聾飛磯融．、． 、髄．．鍍聾躯雑一マと絶翅塑亟翼鴛
1写擁熱葎聯勲鵜控唐突曝つて噂伽とばがうけているといえ畜藻り陽敵織柔う麟』
穫卿鞭酌半吻子が範び資漁鰍ど騨そ門一即融灘紬わせたり湯鯉蝉妙Fど力轡1
：れぞれrバ！v」寂マ！」 と抱き？≦・ところは本来軒一一抽えよう◎ また…縣の蜘一 員が始の両袖麺

馨襯鯛麟轄歌拠耳輿舞骸翠．…、坐聾蝕並捗砺吻郵みら哲騨劇竺難、
す観捕《笑い》をざそうのか・鵬畔数以上蝶がうか猷る・　　、～・β』斗・・： l
lぢ茎軽る還球王の璽ξ璽は1『 解決を喜ぷ場面と』じて満足1…一『勧 ゴ’

応砂男女差一
㎞

　 『『『：11処7「二1一 i
』のr麗えみ」なら騰継翻，r高笑い」・する子も… 一舞3衷は南購型別に敷のちカζ聴みた輌編、、

あり・ 笑いの意味がストーリーと無関係であることを明　　る。男女で明らかな差があるのは，つぎのような行動酋1

ら旅している・　　　　　　　ある・ 好の難こ多いのは《働の子と身体を騨越、

　《泣く，涙ぐむ》⑳母がルイーゼがロッテになりす　　う》《ひとりごと，動作やセリフをまねる》《恐がる 5
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第3表、行動類型別の反応数

日本総合愛育研究所紀要　　 第14集

男 女 計

頻数 ％　頻数 ％　　頻数
・23・（41．6）1265（5亀4）1

％

拍拍手 476 （　10D）

○　緊喪・じっとみる 1・372（4敏8）・・439（5L2）1 2，811　（　100）

2期待・身が庫え・のび上る 209　（49，9） 即（5・・1）1419（…）

♪　一緒に歌う 1 89（3駄・）1139（6…）1 228　（　100）

p　ブログラムをみる 315（4L2）1449（5き・8）1・ 764　（　100）

口　微笑む・楽しげな表簿 445（4乞6） 5d・（57・4）い，945（エ・・）

□．、しのび笑い・にやにや r3・5（4載4）1353（53・6）1 658（100）

口高笑い
・・8（3創・）1

図　ひやかし笑い・ふざけ笑い』 13（7乞2）1

i84（6砿9）［3・2（1・・）

き（27・8）　18q・0）

泣く・涙’ぐむ
13（38・2）1 2・（6L8）1

34（100）

～　恐がる・不安力｛る 11（26．2）「一
㊥緊張ゆるみほヴとする。のびをする・ 292（53・2）1257（46・8）’549（ 1・Φ

M　身動き・坐り直す 688（56・2）i537（43』8）1・225（・・O）

丁　無意識の手いたずら 739（5翫7）1637（46・3）1 1，376，（1GO）

V　よそみ 276（6・・4）1・81（3甑6）1 457（10b）

△審・たずら・鞄いじりなどi 194（8甑5）1 47（・9・5）1241（・d・）

x　おレ母べりD他の子にいたずら
122（8軌3）1 3・（19・7）1153（110・）

↑　舞台指さす・舞台へ返富
56（44・1）［ 71（5副127（・6①〉

↓や ビる 1 7（87、5）1 1（12．5）1“白㌧ぐ手00）

◎ 砺りごと、1やフまねる
52（5ゑ9）1 41（肱1）1 93⑩）

◎舞台の動作まねる
4（25・・）1 12（75・・）レ・6（1・・）

～リ座にのる・軸手 124（5…）卜124（5面）1』 248（160）

II「御兼郷師す 153（4盆4）12・6（年7・φ1、36・ぐ・9・）

升・ 1内容について話す
1 385（4砿5）卜565（5軌5）L

172（3歌2）1346（66・8）

950　（　100）

f懐ぐ 体をま＝ぜあう・よりかかる 518（100）r

④帥沸れ轍 15（55・6）1 12，ぐ44』4） 27（160）

嵐 六 、深弗？ライ、トみる 95（6釧 48ヒ3盃3オ、149（…）

○っ　オペラグラスでみる
3・（81・・）1 7（・＄9）1－37（…）

e退駅う。眠そう
1 2・（6駄・）1 9（3ゆL29（1・・）
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森脇他＝児童文化財の研究

不安がる》行動である。逆に男子の方が多い行動は《い

たずら》《おし』べり》《やじる》《退屈，眠そろ》な

ど嫡る？1公演内郷主人公餌人の女の予，翻人物

も女の子が多く全般に女子向きであるため， 男子に否定

的な行動が多くみれるどし｛えよう。r『

　㊨，舞台尋座席との距雌によう反応差』

舞台と座即騨嘩い力蜘か魅ρて観劇反応が

どう異なる睦みる・こと と 隣露席 （繊験34）

を第1圏りぷうに・謹贋席の前≒後景’2階席1』ミ階席と

分け，それぐれの座席でみた子どむたちの反応を比較す

る遁聯型9う㌔麟のっている榊的行鰍して
《緊張してじっ とみセいる》、と《期待して身をの．り出

す》行動をとりあげた。一方，．劇にのっ1ていない否定的

御と、し～ 巡峠み》《晩ずら》《おしゃべり》
《退屈’2眠そう》を対象とした。まず，ひとりひと りの：

子ど宙4）競劇中の集弔内行動ρ稔数聖1 杏牢的行動の総数

を算出し1 座敷の四区分それぞれについて，平均と標準

偏差をもとめた。その結果ば第14表に示すものである6

　第4衷、集ウ3否牢行動

座席一位 醗∵」111Fζ fFb2Fl．冊
人、 数 ・812・一42⑳

集中的行動
平均129・28126・9qI類1 ～8・＄・

騨偏牽18叫鯛．刺．．卿

否定的鋤平均國卿L塑』負65
　　　　　　標準偏差、6・551・鋼／

動52 ．亀47

第2図、1

　（指数）　　集中的行動
1Fo　100
1財　　

92

2F　　97．
3F－　97』

（担数）1
10D　r・、

112

L20

第2 図は三1階前席を100iとして，』指数で各座席区分の行

勤砺し遍摩あもこのよう に・ 観劇にめ逮野
る・のや∫レ・蜘痢面か植席碓黙よるちがいを
みる乏，： 梨中酌行動はわずかQちが巨ぐお逐が三1階前

席がよく，づぎに2階席，3階席，、そ して・工階後席の蹟

藍なっズC・る1 否定箏貨動の方はち馨中舶費動とまr与た・

く逆の練多曽〆融醗師脚躯菊は嫉
臆瞳 りし燵し1が碗れ㍍し競なカ｛ら・’灘偏

差が大きく個人差の多いことを示し，統計的処理による

弄嘩で瞬鯵で称叫ヤ
．（5）、

観騨即マ騨　　　　，
槻察の槽頼度を しぢべるために，向一の亭どもを向時

に観察して，観察者間にどの程度の｛致がみられるがを

骸、硲概鉢噸察輝そ礎馳め訊の観儲ひ・
ψ．礎馨叩合摩観察する方法をとり・ r子學ρ

反応数を’100
ξ1 して，』r合致数を％で算出じた。1その詰果

はつぎのようになる。耀．

　　 壽r 』　

　今＝：Bi、ピ弓7・覧％・i

鷲纏1｛、、 牌吻、 7』こ

遜を碑い行勉防べると ㊥う賭》尽轍》1
および《ほほえむ》と《しのび笑い》であ窮 1ζれノぢの

子一どもの働騨騨ことって微嫁うサゆ方のちがi

うことが明らかであっだ。． こ の二組の行動，すなわち，．

丁身体を動かすとξ」〔蓋高笑矯で参い筆y）Jl健i 凌1ら

にジ．《身うギき》と《弛緩》，《ほほえむ》と《 しのび

郷痒脚熱碑体に1 羅が塑やえう・健：
がって，1それぞ塵組合緒て二組の朽動としてみれ暖観

察者間の■致露坪物．q％惚．り，観察囎頬幽まさ

らに高められる6
i・

！）醸調禦 』』7『’‘…
』で嶋入．、

i1 輝直鋒に，，隅察孝ば自分の観察した児童2冬にひと1

ワづづ面接し宅詑感想やその他の質間ヒ計6藺）をずる己1

第5表（1）～（6）が子どもの答えを整理した結果である。な

お，面接調査は，子どもたちが学校から引率されてぎて

喚るきゃ，｛ 燈塗皆？く！団体行動に支障ない程度の時間し

がとれず， rごく短時師こ限られている。したがって， 質

敵規儲廟畢晦どもの麟いをま打蛎励醸
蓼らず，丁無答」・の数が増えてしまう。子どもの下わが

独叫尋い灘答耀察者がさらトこうながす騨鹸

轡，参ヤ轡轡で軽6一

　第戸表，（1）』感 堺 ＝

、，、、　1護56 ％1鳥よ
傷

轍つ為亙空楽し13嘔α2堰・
⑳いそう厚った「 　・ 2r・ 1』31すρ

皆一緒にな秒てよが逸　12 4・・1・・21

麹
歌・踊りよか？た 　2 匡国∋卑
落縮聯僻’よ く出てい r巨．脚

齢霧世界にはいろんなこ　　ト…2」・

協力すれ嗣でもできる，他1・飢・12生・

自分もああいう脚やりたい口　　・la・

慰禰から短かくした方が121州1

わからない・賂　　　51砿・2巨・
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第5表』 （2）一番よかったところ

日本総合愛育研究所紀要’　　．第14集

　　　　　　　　　第5表 （4）わからなかったところ

男．

＝50％
1女

N＝50％
全部よ1

った 2 生・
3．卜色・

皆が一緒になったところ　　　工9　38．0 14　28．0

最後のお誕生日・フィナ7レ11加 15r30』0

子供の家　　　c 　　　　　5詠d浴 5　斗0， 0

．歌・踊り　　　　31昏P r4　、8，0

2人が作戦語すところ　　　　1 2．012』 4．0

皐ら窃組と1ユソヘ堀の博 6・01 ／
熱出嘩吊　　　1・1加 』落匡ρ

母が写其みでわかったところ ユ 1 2．0

2人がよく似ているi他一 　1 竃φ コ 2甲0

夢のと；ろ　　　、 巨』2針 r
写爽屋面白レ、　　　　　　　　　　　　　　　1　　　2．0

よいところなかった　　　　　　1　2．〇一

わから存い漁答　　　5 1⑪ 一4　810

男　　　　女 、ビ

N＝50％N＝50％
わからな梗ご砺ない

2人よく似そいて磯めわか
らなかった

父の婚約者どう1なったか

4嘔巾48絃・
・2・・l

　　　　l　　　　　　　　　　　　ず　　　　　 3　6．0

第5一表・（3γ、誰が好き

お菓子の出た夢のところ
1 3 6．0

1
大きい声なので本当にあの人

ちがセリフ智らているのか
・2・・1

あったけどど こか忘れた ・1盆・

無 答 i2／4・131 L6．O

・第5表ズ5）舞台装置

1男 　　　女ド
謂50傷N＝50％

・ッテとルイぜ　　匝 痂 琴7蜘
戸ツテ 　　　　・gl1叡・例・1生・

ルィ電　　　　11 2 ♂1↓・†132軌0

お父さん　　　　ズ1ゑ・2匡・

お愚さん　　　　3 6，Dlf巨・

おじ“麟琶」タ‘） 1・β」即　1

写莫屋さん・』’1｝ 　　511・．・l　I・

校長 　　　　r・盆・2巨・
全員 　“1　　131銭・1口
鉦ぎな人い壕い 　　4匡q　l
わからない・儲　　　7114・・1214・

／　

男　　　　女N＝50％N＝50％

よかった・きれい　　．3・6呵％伽

フィルムの工夫がよい　　1囹翫・

ll一ティのシャソデツア面白214・・1・

ライト・マイクがよい　　工刎24・・

跡ヒとミュソベソの辮　1　4 卜細

台所がすてき　　　　1囹4・・
庭の場面がよい　　　l　I ・12・・

傑りないあぎる　　2 生・U．

伽レ紬劇にした方がよい　　　 衆1函・

難穐ζき人がみえてお．』2』州a．銀

無答・わからない　　113126・・19∫1絃0

第臓1（6）、劇のねらい

…
鳥61 露1直56、二％

家族」緒に暮ずこと・ 親子愛　∬…221σr22・4410

仲よくすること・友情P　17 ・州21扮
316』・151・…

思レ》やり・ やさしさ　1・1λ・5・…

おとなの世界をしらせる　国↓・1

悪いことしたら僕なう　・12・叶

思わぬことで失敗力概・国盆・I　l

幸せ　　　　I　Iい 餅・

歌と踊り　　　　1・12・・l　l

わからない・鰭　　12ゴ［46・・1・5i3…

一178一



ほ、．森脇他＝：児童文化財の研究マ

』（1） r「毒たりの犀財．テ」観劇の感想マ

　、子ど もなちの殆んどが観劇後 「面白か らた■「楽しか

っ牽』など満足した答えを．している6、わづかであるが男

子に「艮すぎる」などの挑判的感想がみられるぎなお，

女子の方が「皆が一緒になれてよかづた」・「ふたり の性

格がよくでズいる』、なξ内容にふれた具体的な答えが50

％≧多くト 男子は12％にすぎないず・1『1 ”』．．・・，，

　 （2〉一番よかづたところ｝”ぐ　 1・．溺．1 痴、

　劇のなかでもづともよ’かった場面をたずねた占＝・ これほ

　「最後に家族生人一緒になれたところ』一「皆が揃づて誕

生日の祝いをする7～法一一セ」1に集中し， ’1 体の66％を

占みている。 、「林間学校の子、ゼもの家の楽』し唾場面』，王歌

ξ踊り」嚇碗煙い旙の・｝「鯛よ嚇た忙い
うもの，あわせて20綴強であるが，：1それぞれ男9女とも

似準割合になっている6二の他憩男子だけに・「ミ庫堵昏

ソ緯とウィーソ組の子どもたちの対立」「写其屋」など，

コミカルな場面があげられている。なお「よレ蓬こちな

かっ刺．とヤラ答樋男モを趣ら騒・．
、 ，

　．③　登場人物の中で好きな人　’　． ・、i・
・r

　、登場人物のな窮で誰が好きかを質間したが，ぐ主人公の

マッテとルイーゼがもρとも多いみきと、く「に女子は94％で

ある。男子は42％であり．，き他の登場人物に分散している

りが特徴的であ為。男テ嫉自分と同年齢の女Q予が車人

公であるので，｛好き』，≧1いうの琴揖抗があうと考えら

牲る。また，． Rッテと膨イrゼのぶたりを好きという も

の奪みう鳶男20％ゴ．女54勿燈ある。そして、・ マ．ッ桑だけ

をあザ多も¢〉曝男18％， 、家翼％で勘称！ヒイrゼだけを

あげるも¢〉は男4疹ぢ家奉2う影矯毎るδ ・と くに活灘でお

誓葬嫉塗女り子イセイ1〔ゼに男女差が明ら劾誓転家のテに

は好まれてヤ ・灸．，“男子p、動す倍）が，、二男子1こ嫉婿か静て

レ》蓼吟o男子はおξなトセ、ヂッ テの方を多く好夢爽 ～レィ

ぜφ4・鏑1終つて吸・ト r
、巴 レ．、、芦“，．、

．ビ（参 わが．らなカ、づた≧ころ＞ i、ン、　 二“』 』、。1俸4

　、理解できなかづた場面をきいたが， 一1「わからないとこ

β越ない」1と駐う餐えが殆んどであり，男84％，こ 1女88％

になづて硫る。・ろと巡に興味ぶかいのはゐ女子だけがr ，F父

ξ1母が最度に」←緒になるが蒙と結婚する はずだづた女硬『

人がξうなったかわからない」ことをあげて辱るざブごれ

・姑理解でき1塗k、揚画と レ）う ¢〉ではなくこ・．昏劇をこ描力｝れiてレ、

な悔領填であうgく1これは逆ド劇のに； びをよく理解㎏て

セ勇景ρ疑問とレ・うごとができよう・添」：に

ズ・（のく ’舞台装母についてr　 一　． ．』 く・ 』．’』

1塊舞台装概にgいては半分以上が「よかづた」．「きれい

だ土と1答客，；都分的によかりた場面をあげるものを含め

る之70％になる。i10％の子は批判や不満などマあるが前・

化財の研究・ン

フィルム映写の場面や舞台転換のためめ人物が自ぎおり

どい残確演卿練ごとへ殖舵レ・がみ醸
脚20％が撫答」、 rわ頻なヤ・」鞍りて噛曾

（6彰劇めねら砥離と恵うが・ 　．

　rふ卸の雨テ」・を諏瀞ど筋≧付鱒廉示を

麺に冠⑩劇卿らい繭揮と思弘』 と

など麟幽纏ヤ1・る・』r射嫉

』男鞠

．1好賜とな旅噛。これは父母の離婚および双

読．噛鱒5内蛮ケ乏1』餌麺1瞬蜘搾結びっけて考えをめぐぢじ更いおよ顔ごも思われる1。1

姪φ難騨卿鶴あろう凱・・、
・『）ゴ、、ヒ♪・

≧琢想文から璽分哲壕験臼ノ、白螂駅舞られ憾徹

（東麟酪悼
）は2鋤通、

．女50名g感想辛を抽出＝し，・』これについて検
甜を詳み為俳、感想文嫡輿容をみ拳熱．．大型ゑ匿て？ぎの糞つにわ砂ら匁る6

1すなわちジ（1）劇の内容に関した感想拒（卯郷麹勲る鞭

遡者砕謝塑鰍鱒飾
ある。この他にp舞台装嚴につし∫宅め感想，…劇場比つい

傘鰍幽戯て微撫贔ざ轡見や感爆も第る。これを（4）その他の感想どレて整理し鋸囎即跨欝型たものが第嚇i）璽鯵烈ζ

一i

・感想文をみる と， 子ども たちが本格的な劇場での公演

樋慮1る・どとがうかがえ
る．生ま磁膿罫て・噸のテ囲では得頒な脳、儂醜饗騰子

－6菊二馨醤文がらや分析 　　　　……吻 n『

φ　内容塑ら受けとめたも璽r芸・桑マ芽、』f
・ぺ

．
　　　　　轟ぢ6二％障5δ砺r

鱗噸こな楓かった 1・4i 1昇馴τ18一
拠・

』轡φ獅に感動，．　1一尋 』・8鯨寒一尊IP・・』

塚躍・鱗舜1　　卜1．3／』与冊

『搾塑身鞭や批判 14卜8可、与．ll⑳

緋妙畷考え鯉ちれた
13 1”6・pI

τ、町1

ぐ脚

一卿吻気r』、や　　 121』4，・．一丁一r
；旧

轍求ある励腰　 卜2
』4・・ 巨1”刎

噛分め家庭の幸ぜ

、計　　　　、匡⑳・す眩1』勲餌 ζ

一

』　 』ぐ』『　 ㌧

β）
感想文からの分析

1門

ン’・■、、

』（⇒

『発密塗g身勝手への批判

’一 衷噸気r』

孝せ を求ある努力必要

ド” 分め家庭の幸せ

一1？9一

．計
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第6象 （2）、印象に残多易面i男　　　　女
N＝50　　％ NF50　　％

2人の性格正反対で面白い 16伽4匡・
酔替？て鰍したゆが面自i316・・15i1…

フィナーレよかった
11
　　　ド　 2．036．0

．2人が初めて仲よくなったと

幾鶴智き！緒にくらせ1匡9214・
電話のところ　　　1 飢叶31ω
4ッテが病気になったとごろレ1 1・恒・

子供の家でr緒にいるとこ　　　　　　　1　2，0

2人よく似ている　　14絃・ す［伽

計　　　1お伽．圖頭

1

郷表調役都対す嶺賛憾勤、

112・・

騰O・％1直5。％

612・・7114・・

が一緒に暮せるようになったこと」がよかったと劇の結

末を喜んでおり，これに関連して自分の家庭をみつめ，

「父母やきょうだいとの現在の生活を幸せだ」と感じて

いる。本公演が子どもたちに家族や家庭のあり方を考え

る刺激を与えたようである。

　舞台から近い 1階前席でみた子は，　「二人の俳優が似

ていないのに，お化粧や演技で双生児のようにしてい

る」のに感心し，3階席の子は「よく似ていて双生児の

俳優が演じていると思った』といっている。前列の子は

俳優と目があって「ドキドキした」ともい6ており，．舞

台と客席の距離の遠近のちがいがうかがえる。

感想文の詳細な分析は紙幅の都合上省絡するるまた，

昨年度の公演「岡険者たち」 の観客調査と今回の「ふた

りのロヅテ』との比較もおこなったが， 前者とともに朝

日生命厚生寧業団の研究報告醤にゆずることとするる

IV　考 察

歌・踊り索晴しい

声（発声。よレく声など）に感動 7・4・・1714・・

演技 418・・国2・・

練習の厳しさ
41r8・・

裂方の苦労
11
　　2．0　2　4．0

計 118i36・・2・42・・

第
6r 　（4）ぞの他の感想

1詑5。％降5。
％

欝難 衣裳に？レ叩感161脚511軌・

r酢、デ》ビと砒較　1小剣418…
．丙蓉にろレ～ゼ撫判

題顧うい紡批判』　136・・214・

鵬離繭力㍉ったがみてい511…　1

翻へめ餓一乙・’ 　i7国・1816…
．凍総の蘇㌧甲　1112・・316・・

劇揚につレ鋤輔　　11・12鼠・14亀・

鹸≦演斬拠碑勲深めている・演ず緒たぢ
亟の驚きに似た賞肇や癖動ものべられている。本公渾

1「ふたり．の自ジテ1にっいて，子どもたちは，　「みんな

　1）　子どもたちは，完備された立派な劇場で本格的な

ミュージカルを観劇し，演劇への関心をたかめているる

日頃のテレビメディアでは得られない感動をえたという

子も多い。また，観劇によって原作「ふたりのロゥテ」

への読雷意欲をそそられている。　　　 1　　 』　』 」

　2）　「ふたりのロッテ』は，両親の離婚がテ■マの中

心牽あるだけに，子どもたちは，自分の家庭が両親揃っ

て，きょうだいと一緒に暮している幸せを改めて感じて

いる。「ふたりのロッテ」の観劇は，小学高学年の子ど

もたちにとって，客観的に自分の家族や家庭のあり方を

考えさせる初めての刺激になっているようである。

　3） 臨揚反応ではミロッテの悪夢ミの場面に《緊張》

《期待》がもっとも多く，《恐れ ・不安》も一番多い。

この場面はレシタチーブの入る奇妙なオペラ場面であ

り，無気味な音楽・妖しげな光の中に悪魔も登場する。

しかし，面接調査や感想文のなかには，・この場面の感銘

をあげるものがない。つまり，《身をのり出す》など積

極的反応が多いからというて，子どもに好まれたり強い

影響を与えているとはいえない。すなわち，♪受け内容の

裏づけなしには受け反応の意味を把握できないことが明

らかである。　　　 1　　ド』ぺ

　《緊張》《期待》の多い場面のあ乏《弛緩》《身うご

き》が多く，両者は表裏の闘係にある反応といえるポ品

方，これとは別に《弛緩》《身うごき》は〆《退屈》

《よそみ》《おしゃ尽り》とも関連が強』く、
， 劇にのらな

　　　　　　　　　　　　　　　しいときにも多くみられる。観察の行動類型として《弛

緩》と《身うごき》および《ほほえみ》と《しのび笑

い》は判別しにくいため，同一行動としてもよいと考え

一180一
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られる。

4）　男女の反応を比較すると，否定的行動が男子に多

く，集中度は女子の方が高い。また男子は・「つまらなか

った」「登場人物に好きな人がいない」というものがい

たりして，本公演「ふたりのロッテ」が女子向きである

ことがうかがえる。

　また　男子にはまったくみられなかったが　女子の中

には「父の婚約者はその後どうなったか」と疑問をなげ

かけているものがある。「きれいな人だからまた誰かと

結婚できるだろう』というものまでいる。この年齢では

男子より女子の成熟度がたかいこともあるが，関心のあ

り方のちがいともいえる。テレビ番組でも男予がマソガ

に執蒲している小学中学年から，女子はホームドラマを

好んでいることはすでに調査によって知られている。

　なお，双生児のうち，男子はおてんばのルイーゼよ

り，おとなしいロッテを好んでおり，女子の好みと反対

であることは興味深い。

　5）　「ふたりのロッテ」は，昨年度の「冒険者たち」

では皆無であった反応《退属》《眠そう》が男女ともに

みられ，今年度新たに観察項目に加えなければならなか

った。このような反応は会謡の長びくところや特定の歌

の場面にみられる。この特定の歌偉全13曲（開幕・閉幕

時の歌を含め）のうち，「勇気の歌」であり，前後2回

でてくるが2回とも《退屈》などの行動がみられ，子ど

もたちに好まれていないのがわかる。この曲は，他曲に

比べ，踊りの振付けがなく　ゆっくり低い声で歌わされ

る。子どもたちは明るいリ ズミカルな曲を好むといえ

る。「回険者たち』の公演では，音楽や踊りに合わせて

子どもたちがリズムをとったり，無意識にリズムにのっ

て身体を動かしていた。今回の「ふたりのロッテ」にそ

れはみられず，昨年度の方が全般に子どもの好みにあう

音楽であったといえよう。

　また，　「冒険者たち』のばあいは「自分が舞台に助け

にいこうとして，ハッと劇だと気づいた」というように

登場人物や劇のはこびにのめりこんでいる子が多かっ

た。この点「ふたりのロッテ」は，両親の離婚ゼ双生児

という設定のため，子どもが自分と同一視するには無理

があるのだろう，結末の幸福を喜びながらも一定の距離

　をおいてみているといえる。

　6）　舞台と客席との距離では，1階前席，2階（グラ

　ソドサークル），3階，1陵後席の順に集中度がおち，

否定的行動多くなっているが，有意差をみる瞳どではな

かった。しかし，前席の子が「似ていない俳慶二人が化

粧や演技で双生児のようにみえる』というのに，3階席

の子は「二人は双生児の姉妹が演じていると思った」と

いっている。また，前席の子は「俳優と目があった」と

いい，昨年度は「俳優の汗がとんできた』という子も多

かった。舞台に近い席と遠い席では数字には表われない

うけとめ方の違いがあるのは明らかである。

　とにかく，本公演では劇場や舞台の広さと公演形式。

内容が適切であったといえる。これは本公演が日本有数

の完備された劇場と劇団にホるからであり，一般の児童

劇公演では，人形劇を設備の不備な広い会場で演ずるな

ど間題は多い。

　7）　「ふたりのロッテ」の原作は子どもの世界名作の

ひとつでもあり，すでに凍作に接している子も数名かぞ

えられた。しかし，　「ロッテ」から野球チームやチュー

イソガムの話と思って観劇にきた子もいる。また，ブロ

グラムのダブルキャストの意味がわからず，二人以上の

俳優が交互に演じていると思いこんでいる子も多かっ

た。観劇時に，劇易側から観劇マナーの指導があるが，

学校側でも事前に子どもの観劇指導や公演内容への誘導

が必要であろう。また， 観劇後の話しあいによって経験

を整理させることも必要であろう。体験の有無は劇の要

素の理解や興味を高め，また観劇後の話しあいは観劇体

験をさらに深めることになるからである。
　　　　　　〆
　　　　　　　×　　　　　×　　　　　×

　昨年度と今年度にわたり，小学6年生を対睾として観

客調査をおこなった。諸条件の整備された劇場で演じら

れる劇一一定のレベルに達した完成度の高い劇，しか

も年齢対象を明確に設定して提供された上演で，子ども

たちは生涯忘れない感動をえていることが確かめられ

た。子どもを感動させることは，人格形成のうえで大き

な教育的価値をもっている。芸術の教育は人間性の教育

でもあり，観鶴もその一環としてとらえられるべきだと

思う。日本の現状では，知識教育偏重のなかで創造性や

想像力の教育が軽挽され，児童向け劇団，劇場の貧困さ

は子どもに演劇教育や観劇の機会を与えることをこばん

でいることを痛感させられた。

　観劇反応の研究は，ここでひとまず終了するが，機会

があれば観劇前後の指導とのかかわりを中心とし左観劇

反応の分析を試みたい。

　最後に，畏時間緊張を要する観察者として協力いただ

　いた張湛華，清水玲子，大内規代，畏鳥正子，平山誠

小林真理子の各氏，および繁雑な集計処理を分担してい

　ただいた田島恵子，鶴見節子氏に深く感謝する。なお，

　本研究は朝日生命厚生事業団の助成金をうけて実施され

　たものである。
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